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《博士論文要旨および審査報告》
新島奈津子古琉球における
港湾機能と交易の実態
一一学位請求論文一一
I 論文要旨 新島奈津子
琉球は日本社会の南端に位置し，さらに海域に眼を向けてみると，中国・朝鮮・
東南アジア諸国にまたがる海域世界の中心に位置する。このような立地特性から，
琉球はこれらの地域を含んだ束アジア世界と深く関わりながら独自の文化や歴史
を形成してきた。
本論の対象となる「古琉球」という時代は，おおよそ日本の中世に相当し，琉
球は明の冊封体制と海禁政策のもとで，東アジアの交易ル}トを支え，さらに東
南アジアの交易ルートを開拓し，展開させていく時代である。当該期の琉球は，
中国・日本・朝鮮の東アジア地域のみならず，シャム・マラッカ・パレンバン・
ジャワなどの東南アジア地域と活発な交流をおこない，東アジア世界との結節点
の役割を担っていた。そのため琉球の交易港である那覇港は， r (中国)江南・南
蛮(東南アジア)・日本之船入此浦 j と記され，多くの船が集まり，国際的な中
継港となっていた。
このような那覇港に関する研究は，対外関係よりみた那覇港という視点に拠る
もので，いわゆる「大交易時代J の那覇が「国際都市」としてどのようであった
のかということを対外関係史の視角から追求するものである。
しかし，こうした見解には那覇港が国の港としてどのような機能を持っていた
のか，依然として明確に論及されていない。また東アジア海域世界との有機的な
関わりを見出しながらも，港湾都市やその機能について比較検討されてこなかっ
た口これからは，これまでの琉球と外との関係究明の立場から，それを成り立た
せている那覇そのものの実態解明を，東アジア海域世界のなかで位置付けていく
必要性があろう。
以上の目的をもちながら，本論では次の二つの視点を柱に据えて検討を試みたo
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第一部古琉球の那覇港湾機能の実態追究
第一部では， r朝鮮王朝実録』や『海東諸国紀』などの史料を用いて，古琉球
那覇の景観復元や港湾機能についてその特徴を抽出した。長距離間交易における
交易拠点としての港は，市場や倉庫・官衛的施設・多民族の居住空間や船の修理
場などが不随する特織が挙げられる。琉球においては，華僑集団の居留区である
久米村や官衡とされる親見世(おやみせ)・貨物の一時ストックである御物グス
ク，市場，船の修理場とされるスラ場，冊封使を接待する迎賓的施設である天使
館，海上航海神である嬬祖を祭る天妃宮などが那覇を中心に配されている。そこ
で，第一章では那覇港湾施設やその景観について再考し，第二章では特に那覇港
湾施設の一つである御物グスクに集点を当てて考察をした o 出土陶盗の分析によ
り御物グスクの主体は， 15 世紀中葉，外来の交易品を収める一時的ストックとし
て機能していたことを明らかにしている。そして第三章では，古琉球における通
交形態を公的船と私的船が来航する重層構造とし，そのなかで那覇港のみが正式
な窓口である国の港としての視点、から，那覇港にはどのような港湾管理機能が備
わっているのか検討したo
第二部古琉球出土陶蜜の研究
第一章では，宇江グスク出土陶芸話器の分析により， 15 世紀の久米島は中国一琉
球聞に位置していたという地理的条件を活かして，大量の青益・自室などを入手
していたことを指摘した。また，第二章では，東アジアのなかでも極めて多く出
土している元代青花姿について，器種・文様などを分析し，琉球出土の元青花査
の特徴を指摘した。これらをふまえて第三章では， 15 世紀を中心とした，古琉球
の陶芸詰貿易について史料を用いて分析し，その結果，中継貿易によって運ばれた
「礼物」の中心は青議であり，青花査は主に附搭貨物として海外に運ばれたもの
と考えた。
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(主査)専修大学文学部教授
(副査)専修大学文学部教授
太田順三
亀井明徳
(副査)神戸女学院大学文学部教授真栄平房昭
審査委員会は，提出された本論文について，問題解明の独創性，論文構成の説
得性，史資料の正確な解釈能力，研究の到達点，将来展望の可能性等に関して審
査した。また，口述試験において，上記の審査観点および論点を的確に説明する
能力について，判断材料を得た。
1.本研究の目的と手法についての斬新性
本研究は，古琉球における交易の形態やその実態を， r那覇港」と「陶姿器J
の二つの側面から解明しようとする試みである。前者については，国の港として
重要な役割を担っていた那覇港がどのように機能していたのか，交易利潤を生む
システムとは何か，その基盤や背景について，具体的な史料を用いて究明するこ
とにある。後者については，交易の証拠ともいうべき陶盗について，宇江グスク，
今帰仁グスク出土品の種類と年代を分析し，さらに代表的な陶盗器であり，景徳
鎮窯産の元代青花姿をとりあげ，交易史におけるその意義について論じている。
この二つの視点を結合して，古琉球における交易の実態に迫ろうとしている。
学位請求者は，内外の文献史料による訓練とともに，陶盗器についての考古学
的研究もおこない，カラコルム遺跡に関する報告書の作成に携わり，琉球出土元
青花姿研究を既に学術雑誌に発表するなど，陶姿器研究の専門家でもある。この
こっの分野を個々に専門的研究を行うことはかなり困難であり，どちらか一方に
偏る傾向があるが，請求者は，それを克復して，両分野に|現をくばり，複眼的な
研究手法を取っている点に本研究の斬新性を認める。
2. 那覇港湾施設と機能に関する実証性
本論文は，第一部として，主として内外の文献史料を駆使して，那覇港の景観
と機能について，大きく三つの視点から分析を試みた。古琉球対外交流史につい
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ては，日本・中国・朝鮮・東南アジア諸国との通交が明らかにされながらも，文
献史料上の制約もあり，個々の港湾施設については未だ十分な検討がなされず，
那覇港の具体像に迫ることもなかった。
そこで第一章 15-16 世紀における港町那覇の景観J では， r朝鮮王朝実録』
や『海東諸国紀J などの史料を用いて，古琉球那覇の景観復元や港湾機能につい
てその特徴を抽出した。長距離間交易における交易拠点としての港は，市場や倉
庫・官街的施設・多民族の居住空間や船の修理場などが付随する特徴が挙げられ
るが，琉球においては，華僑集団の居留区である久米村や官街とされる親見世(お
やみせ)・貿物の一時ストックである御物グスク，市場，船の修理場とされるス
ラ場，冊封使を接待する迎賓的施設である天使館，海上航海神である嬬祖を祭る
天妃宮などが那覇を中心に配されている。そして，国家事業として中継交易を存
立させたのは緩やかな管理体制がしかれていた点を指摘している。また， 1真玉
みなとJ 1豊見グスク」などの拠点が古琉球に存在していたことから，那覇港は
湖に広がる広汎な「みなと」の空間を形成したいたと述べ，これらの拠点、は， 16 
世紀の中山によって成立したのではなく，本来機能していた港や拠点、をのちの中
山が吸収し，軍事拠点としておさえたとみるべきであり，近世にイメージされる
港ではなく，複合拠点の集合として捉え直す必要があるとしている。
第二章「那覇港湾施設，御物グスクにみる琉球」では，那覇港湾施設やその景
観について再考した一章を受け，特に那覇港湾施設の一つである御物グスクに焦
点を当てて考察をした。ここでは 5点を指摘している。第一に従来根拠となって
いる『朝鮮王朝実録』が御物グスクに該当しない可能性を指摘し，第二に出土陶
芸毎の分析から，那覇が王府の港として整備されていくなかで，御物グスクが成立
・機能したと考えられ，その意味合いは大きいことを示している。第三に，出土
陶査器のバラエティーが少なく，極めて器種・種類が限定され，青議碗を主体と
した日常什器で占められていること，これらの青議碗は粗製が多いこと，特殊器
形や大型品は現段階で認められないという特徴を抽出した。それは，第四に「江
南南蛮之宝物」の実体が， 1宝庫」として顕著な特徴，すなわち希少価値の高い
製品や貴重品などではなく，単なる外来製品(江南・南蛮のもの)で、あったこと
と連動する。第五に，御物グスクが商品の集荷・売買が行われ大交易センターが
築かれた那覇に入る手前に位置しているという点から，御物グスクでは関税，も
しくはそれに準ずるようなチェック機能も想定すべきであることを示唆した。そ
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して御物グスクの分析をとおして， 15 世紀中葉の那覇港は，管理交易を統括した
公権力すなわち中山政権による介在を可能とし，合理的な空間システムが形成さ
れていたと結論付けた。
第三章「古琉球における那覇港湾機能一国の港としての那覇港-J では，古琉
球における通交形態を公的船と私的船が来航する重層構造と考え，そのなかで那
覇港のみが正式な窓口である国の港としての視点から，那覇港にはどのような港
湾管理機能が備わっているのか検討‘した。私的船が「私渡致」し売買を行なう状
況や，禁止措置が取られているのにも拘らず琉球に渡航する状況は，国境や民族
を越えて海を拠点に活躍する，積極的な交流の姿を映し出していよう D このよう
な交易形態をつくりだす琉球・那覇港には，綾やかな港湾管理機能がしかれ，私
的船の通交が中国・日本で制限されながらも，多分に渡航することが可能で、あっ
た。
第一部の論述において，請求者は，那覇港湾機能に関して，従来から説かれて
いた諸施設の機能を再検討し，港湾を広範囲に捉えなおし，歴史地理学研究の成
果を生かして，古地形の復元をしている。さらに，御物グスクに関して，従来「江
南南蛮之宝物」をいれる「宝庫」と理解されていたが，それは近世の史料に基づ
くものであり，出土陶盗器の質から判断しでも， r宝庫」という性格を有してい
るとは考えられず，関税，もしくはそれに準ずるようなチェック機能をもってい
た施設であると新しい学説を提示している。
3. 古琉球出土陶蛮器の研究の意義と独創性
第二部では，三章にわたって陶盗器の分析を試みている。
第一章「沖縄県久米島町宇江グスク出土の陶盗器」では，古琉球の久米島の具
体性を増すための作業として，宇江グスク出土陶姿器の分析をおこなった。陶盗
器の分析からは，宇江グスクや具志川グスクが単なる拠点のみの性格ではなく，
古琉球のなかでも際立つた特徴を有していることを指摘している。それは，久米
島の位置に大きく起因するのであろう。中国へと向かう航路上に位置した久米島
は， 15 世紀中頃にはすでに琉球の入り口として機能し，那覇から慶良間・久米島
へと続く航路は，中山にとってはなくてはならない海の道であった。祭把空間と
しての具志川グスク，宇江グスクの膨大な出土陶盗器のありょうは， 15 世紀中頃，
久米島が王国の存立に直結していたことを意味すると言えるだろう。
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第二章「古琉球出土元青花器の研究」では，古琉球出土の元様式青花蛮から 14-
15 世紀における古琉球の史的意義について検討した。この検討より，元様式青花
姿は，そのほとんどを盤・縫などの大型器種で占められており，中国出土との様
相を異にしている点，従来西アジア向け輸入陶益器とされてきた元様式青花査は，
種類・文様構成ともに古琉球出土との類似が指摘でき，古琉球にも一定量搬入さ
れていたことを明らかにした。また元様式青花査は，首里遷都以前の浦添グスク
や，佐敷グスクからは確認できないことから，元様式青花蛮は首里遷都以後，す
なわち 15 世紀に入って古琉球にもたらされたと位置付けた。また，首里グスクに
おける圧倒的な量の元様式青花蜜は， 15 世紀前半代，強力な中山王権の展開のも
とで受容されたことを示している。
三章「古琉球陶盗交易の研究」では， r朝鮮王朝実録J や『歴代宝案』にあら
われる陶姿器関係資料を再検討し，中世日本・東南アジアー朝鮮・中国との関係
のなかから，古琉球の陶言語交易をあらためて位置付けることを行った。ここでは，
朝鮮においては青奈が「礼物」として多用されていたこと，また東南アジア交易
においても「大青盤J r小青盤J r小青碗」などの青査が献上されていることから，
琉球国にとって青査は対外交易における「礼物」としての役割を果たしていたこ
とを明らかにしている。しかし，交易における利益は， r礼物」ではなく各船に
装載された「附搭」による売買によるものであり，この「附搭」貨物のなかに青
花護が含まれている可能性は指摘したい。南海の産物を入手し，転売する中継交
易を軸に据えている琉球にとって陶議器は，大きな利潤を生む商品であり，この
陶迩交易が継続可能であったからこそ，国際交易の結節点として琉球・那覇が位
置付けられていたのであろう。
陶言語器研究に関する請求者の業績は上記の通りである。久米島の宇江グスク・
具志川グスク，首里グスク，今帰仁グスクなどの出土資料を実測調査し，その上
に立論された研究であり，他の考古学研究報告をコピーしたようなものとは質的
に異なっている D 質量ともに豊富な様相をみせる久米島の性格に論究し，その特
異性を指摘している点は，斬新である。従来，いわゆる対外交流・交易史は，文
献史料の稀少さと，古琉球から出土する膨大な陶盗器，そしてこれから導き出さ
れる陶査研究との接点は希薄で，相互に連結することはなかった。本論文におけ
る特徴は，ここにあり，古琉球史研究の成果は，文献史と考古学による新展開と
ともに深化をさせている点を高く評価する。さらに，この方法を深化させること
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が，今後大きな課題であり，その展望を内に秘めている。
以上の論文および口頭試問を合わせて，請求者は，学位(博士・歴史学)を授
与されるにふさわしいと判断する。
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